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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　10月　17日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　松沢　厚子　　　　記録者　本川　沙織
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・インフルエンザ予防接種ですが、６５歳未満で生活保護受給者は３１５０円かかります。
６５歳以上で生活保護受給者、市役所で接種申請手続きをすれば代金はかかりません。
以上を踏まえた上で１９日までに家族連絡をして下さい。
＜患者様状態連絡＞
・河村　勝男様～粗暴行為・他者への干渉少なくなってきている事から、精神神経用剤　１T
　　　　　　　　1×夕　昨日より７日分臨時継続処方となっています。他患者様が叫んでいる時

などご本人様の表情・行動を観察し、他患者様とのトラブルがないよう見守り・

介入していきましょう。
・谷内　愛子様～身体のビリビリ感・食欲不振・熟眠感のなさ訴えています。抗パーキンソン剤

１T　1×夕、睡眠導入剤　1T　1×就床前が昨日より1日分臨時にて継続処方

となっています。

身体不調の訴え・食事摂取量・睡眠状態の観察をしていきましょう。また、

歩行不安定さも見られるので、歩行時は付き添いし転倒防止に努めましょう。
・吉田　寿雄様～低血糖時の予測指示10/17から１４日間の指示あります。引き続き、低血糖症状
　　　　　　　　高血糖症状の有無を観察していきましょう。
＜皮膚科診察報告＞
・上田　正男様～胸部に湿疹あり急性湿疹との診断あります。抗生物質・副腎皮質ホルモン混合製剤の軟膏塗布の指示あります。明日、北病棟にて再受診予定となっていますので、湿疹の状態がよくなっているか観察しましょう。
・山内　公博様～全身に湿疹みられ憎悪しています。明日北病棟にて再受診予定となっていますので

湿疹の状態がよくなっているか観察しましょう。
・鈴木　正長様～胸部に湿疹・掻いた傷跡が見られます。掻痒感はないと話されています。湿疹が

拡大するようだったら、明日北病棟にて再受診予定です。湿疹の拡大の有無を観察

し、再受診必要か評価して下さい。
・角谷　育子様～軟膏塗布に関し、強い拒否見られることから皮膚科受診終了となります。
・高森　清八様～全身に発疹見られ、疥癬疑いとの診断です。引き続き感染対策をしっかりと行い

疥癬拡大しないよう業務にあたりましょう。
・坪　邦俊様～全身にぽつぽつと発疹が見られており疥癬疑いとの診断です。引き続き感染対策を
　　　　　　　しっかりと行い疥癬拡大しないよう業務にあたりましょう。
＜褥瘡状態報告＞
・橋本　万様～臀部上皮形成良好で改善傾向です。創部の清潔・体位変換をこまめに行い、車椅子に座っている時間が長い時はプッシュアップし徐圧していきましょう。

・板垣　富蔵様～臀部表皮剥離見られます。車椅子に円座を使用しているため、褥瘡悪化の危険性があるので、褥瘡専用のクッションを車椅子に敷いて使用していただきましょう。臥床傾向にあるため、適宜ホールで過すよう促しましょう。
・久慈　脩様～臀部表皮隔離見られています。体位交換は促すと行えますがすぐ仰臥位となってしまいます。栄養状態も悪いためマキシフロートのマットレス使用を検討していきましょう。
・中村　治彦様～現在は褥瘡はありませんが、自ら体を動かし、車椅子からずり落ちそうになることがあります。摩擦も褥瘡原因となるので、ずり落ちないよう見守り介入し、時折プッシュアップしましょう。
・柿田　隆三様～現在は褥瘡はありませんが自ら体を動かし、車椅子からずり落ちそうになることがあります。摩擦も褥瘡原因となるので、ずり落ちないよう見守り介入し、時折プッシュアップしましょう。
＜誤薬事故について＞
・昨日、小山正好様の口腔内から、鳥谷部様の朝食後薬の空の薬包を発見する。薬セットをホールで行なっており、数秒間カートから離れた時に、小山様が鳥谷部様の薬をカートから抜き取った可能性あり。発見時薬は薬包に入っていなかったので服用したと考えられる。

今後の対策
・薬セットは必ずスタッフオフィス内で行う。
・現場から離れる時は、スタッフに行き場所を話し、ホール見守りするよう声掛けする。
・カルテ記載はスタッフ人数が少ないときに、スタッフオフィス内で記載していると見守り不十分となり事故を起こしますので、見守りしながら行う。ホールで記載して、その場から離れる時は患者様が破いたり食べてしまう可能性あるので、カルテをスタッフオフィス内に必ず片付けてから行動する。スタッフ人数がいるときは一人ずつスタッフオフィス内で記載していく。
＜田名部Drケースカンファ＞
・谷内　愛子様～身体のビリビリ感・振るえがあるのですが…。　

　　　　　　　　→パーキンソン症状と考えられます。抗パーキンソン剤と睡眠導入剤服用すると幾分症状改善すると話されています。午後の診察にて再度処方を検討していきます。
・山内　公博様～全身の湿疹が改善されたり・憎悪したり繰り返しています。

→１度他科（皮膚科）受診すすめて下さいとの事です。
・川村　つゑ様～退院要求頻回です。今後の方向性は。

→入院期間2～3ヶ月の予定で、のびても年内には退院の方向で考えています。

外泊訓練をすすめて下さいとの事です。
・峰田　満男様～嗜好品に関し口調荒げていますが。
　　　　　　　　→躁状態ではないと思われるのでこのまま経過観察しますとの事です。妻の白内障手術結果を聞けば落着くかと思いますとの事です。







